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１２月
定例会

選
任
は
事
前
に
取
り
下
げ
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
管
理
者
の
指
定
は
資
料
不
備
に
よ
り

審
議
中
に
取
り
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
議
会
へ
提
出
さ
れ
た
請
願
書

１
件
に
つ
い
て
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
事
業
等
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
に

審
査
を
付
託
し
ま
し
た
。

　

12
月
定
例
会
は
７
日
か
ら
９
日
ま
で
の
３

日
間
開
催
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
13
人
の
議
員
が
町
政
運
営

に
つ
い
て
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
、
全
10
件
の
議
案
が
提
出

さ
れ
、
２
件
を
除
く
８
件
を
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。
２
件
の
う
ち
、
副
町
長
の

条
例 

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥ 

３
件

補
正
予
算 

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥ 

３
件

議
員
発
議 

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥ 

２
件

請
願 

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥ 

１
件

（
議
案
取
り
下
げ 

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥ 

２
件
）

鳥屋ヶ崎 八幡神社

　

議
員
が
病
気
や
ケ
ガ
（
公

務
中
の
災
害
・
事
故
に
よ
る

も
の
を
除
く
）
の
療
養
中
な

ど
、
長
期
間
連
続
し
て
議
会

や
委
員
会
を
欠
席
す
る
場
合

に
、
そ
の
期
間
中
の
議
員
報

酬
と
期
末
手
当
を
減
額
す
る

よ
う
条
例
・
規
則
を
改
正
し

ま
し
た
。
減
額
の
詳
細
は
左

記
の
と
お
り
で
す
。

町
・
林
道
・
公
共
施
設
な
ど
の
災
害
復
旧

 

２
億
７
８
３
７
万
円
増
額

補正
予算

議案
審議

　一般会計の既定予算に、歳入歳出それぞれ７億

４，５０３万１，０００円を増額し、総額１５２億

７２９万８，０００円とする補正予算を可決しまし

た。

Pick up1
　

７
月
の
豪
雨
に
よ
り
被
害
が
出
た
町
道
・
宮
崎
地
区
林

道
（
鳥
嶋
線
・
行
沢
線
・
西
野
線
な
ど
）
・
土
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
・
鳥
屋
ヶ
崎
八
幡
神
社
の
復
旧
工
事
費
を
補
正
し
ま
す
。

　

鳥
屋
ヶ
崎
八
幡
神
社

の
被
害
内
容
は
。

　

正
面
階
段
右
手
の
法

面
が
崩
れ
た
た
め
、
そ

の
復
旧
を
行
う
。
県
に
文
化

財
の
現
状
変
更
を
申
請
し
、

許
可
が
下
り
次
第
早
急
に
取

り
掛
か
る
。

Pick 
up1

議会改革進む

長期欠席議員の報酬減額



左から、加美町の未来を考える会 共同代表の庄司さん、猪股さん、議長、副議長

大規模風力発電に反対の声
住民団体から議会へ請願書提出

　

令
和
４
年
10
月
28
日
、
加

美
町
の
未
来
を
考
え
る
会
、

加
美
の
風
力
発
電
を
考
え
る

チ
ー
ム
小
野
田
・
中
新
田
の

代
表
４
人
か
ら
町
内
外
合
計

２
４
４
６
４
筆
の
署
名
簿
と

併
せ
て
「
大
規
模
風
力
発
電

か
ら
加
美
町
民
の
暮
ら
し
と

環
境
を
守
る
請
願
書
」
が
議

長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
請
願
は
今
定
例
会
で

議
題
と
し
て
取
り
上
げ
、
紹

介
議
員
に
よ
る
趣
旨
説
明
と

質
疑
を
行
い
、
そ
の
後
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事

業
等
に
関
す
る
調
査
特
別
委

員
会
へ
の
審
査
付
託
を
決
定

し
ま
し
た
。

　

特
別
委
員
会
か
ら
の
審
査

結
果
報
告
は
、
次
回
以
降
の

定
例
会
で
行
わ
れ
ま
す
。

大規模風力発電から加美町民の暮らしと環境を守る請願書（要旨抜粋）

請 願 者　加美町の未来を守る会　共同代表　猪股弘・庄司新寿

　　　　　加美の風力発電を考えるチーム小野田　遠藤みどり

　　　　　加美の風力発電を考えるチーム中新田　小林貞子

紹介議員　米木正二・木村哲夫・味上庄一郎

１．加美町にある大規模風力発電計画について、
当該２社（株式会社グリーンパワーインベスト
メント、日本風力エネルギー株式会社）に対し、
町民の理解を得ない限り、絶対に事業を進める
ことのないよう、強く求めてください。

２．加美町にある大規模風力発電計画について、
加美町長、宮城県知事、国（関係省庁）に対し、
町民の理解を得ない限り、絶対に事業を認める
ことがないよう、白紙撤回も視野に入れるよう
強く求めてください。

３．加美町長に対し、大規模風力発電計画におけ
るすべての保安林について指定解除の同意書を
出さないよう強く求めてください。

４．加美町長に対し、大規模風力発電計画におい
て町有地を貸与しないよう強く求めてくださ
い。

５．加美町と合同会社ＪＲＥ宮城加美が締結した
地上権契約の内容の検証を行なってください。

６．大規模風力発電事業において、企業と町が協
定や契約を結ぶ場合には、議会の賛同を得るよ
う強く求めてください。



重視」か「共存共栄」か
横浜町との意見交換・現地視察

　

青
森
市
横
内
市
民
セ
ン

タ
ー
で
行
っ
た
意
見
交
換
会

に
は
、
プ
ロ
テ
ク
ト
八
甲
田

か
ら
３
人
が
出
席
。
団
体
は

立
ち
上
げ
て
か
ら
１
年
余
り

で
「
青
森
県
の
宝
、
八
甲
田

山
の
豊
か
な
自
然
と
暮
ら
し

を
後
世
に
残
し
た
い
」
と
活

動
し
て
い
る
。

　

八
甲
田
山
系
に
計
画
さ
れ

て
い
る
（
仮
称
）
み
ち
の
く

風
力
発
電
事
業
は
、
想
定
さ

れ
る
事
業
区
域
が
１
７
３
０

０
ha
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
国

有
林
で
あ
り
、
建
設
予
定
地

の
尾
根
筋
約
１
０
０
km
の
う

ち
、
70 

km
が
国
有
保
安
林
で
、

１
２
０
～
１
５
０
基
（
総
出

力
60
万
kW
）
の
風
車
が
計
画

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
規
模
は

国
内
最
大
級
で
あ
る
。

　

ま
た
、
計
画
区
域
は
青
森

市
・
十
和
田
市
・
平
内
町
・

野
辺
地
町
・
七
戸
町
・
東
北

町
の
２
市
４
町
に
ま
た
が
り
、

一
部
に
は
十
和
田
八
幡
平
国

立
公
園
も
含
ま
れ
る
。

　

団
体
は
こ
れ
ま
で
、
地
元

自
治
体
や
事
業
者
と
の
意
見

交
換
会
・
要
望
書
の
提
出
・

地
元
住
民
や
議
員
と
の
勉
強

会
・
専
門
家
を
招
い
て
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
事

業
反
対
の
働
き
か
け
を
行
っ

て
き
た
。
令
和
４
年
12
月
現

在
、
反
対
の
署
名
簿
は
１
３

０
０
０
筆
ほ
ど
。
さ
ら
に
、

自
然
破
壊
に
つ
な
が
る
恐
れ

が
あ
る
な
ど
と
し
て
、
２
町

（
平
内
町
・
七
戸
町
）
の
町

長
が
反
対
表
明
を
し
た
。

　

川
崎
代
表
は
「
風
力
発
電

は
特
に
、
立
地
場
所
を
熟
慮

し
た
適
地
に
適
量
導
入
す
べ

き
。
環
境
へ
の
配
慮
も
大
事

だ
が
、
地
域
へ
の
配
慮
が
欠

け
る
計
画
に
は
不
信
感
が
あ

る
」
と
し
、
ま
た
、
八
甲
田

山
で
山
岳
ガ
イ
ド
を
し
て
い

る
浜
部
代
表
は
「
み
ん
な
で

話
し
合
い
、
納
得
し
た
上
で

建
て
る
場
所
を
検
討
し
て
ほ

し
い
」
と
話
し
て
い
た
。

共同代表　浜部信彦 氏（左）、川崎充 氏（右）

プロテクト八甲田と意見交換

地
域
へ
の
配
慮
欠
け
る
計
画
に
不
信
感
【
プ
ロ
テ
ク
ト
八
甲
田
】

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
等
に
関
す
る
調
査
特
別
委

員
会
は
、
昨
年
11
月
17
日
・
18
日
の
２
日
間
、
青
森
県
の
風
力

発
電
事
業
な
ど
を
行
政
視
察
し
ま
し
た
。

　

加
美
町
で
建
設
・
計
画
さ
れ
て
い
る
風
力
発
電
事
業
を
調
査

し
て
い
く
に
当
た
り
、
開
発
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
の
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
総
合
的
に
判
断
す
る
た
め
に
実
施
し
た
も

の
で
15
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

視
察
先
は
①
八
甲
田
山
の
森
を
守
ろ
う
と
活
動
し
て
い
る
Ｐ

ｒ
ｏ
ｔ
ｅ
ｃ
ｔ　

Ｈ
ａ
ｋ
ｋ
ｏ
ｄ
ａ
（
以
下
プ
ロ
テ
ク
ト
八
甲

田)

と
、
②
風
力
発
電
事
業
を
推
進
し
て
い
る
横
浜
町
の
２
か

所
で
す
。



風力発電事業「環境 
プロテクト八甲田と青森県 

研
修
報
告

　

研
修
２
日
目
は
横
浜
町
役

場
を
会
場
に
意
見
交
換
会
を

行
い
、
町
の
担
当
者
と
事
業

者
ら
８
人
が
出
席
。
終
了
後
、

現
地
を
視
察
し
た
。

　

横
浜
町
で
は
平
成
27
年
２

月
に
町
24
％
、
民
間
企
業

76
％
の
共
同
出
資
に
よ
り

「
よ
こ
は
ま
風
力
発
電
株
式

会
社
」
を
設
立
。
３
年
後
の

平
成
30
年
に
は
国
内
初
の

©Shogakukan　作図／小学館クリエイティブ

青森県横浜町の風力発電

行
政
・
住
民
・
事
業
者
一
体
で
町
を
振
興
【
青
森
県
横
浜
町
】

「
農
山
魚
村
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
法
」
を
活
用
し
た
風

力
発
電
事
業
を
開
始
し
た
。

　

同
法
は
、
農
地
の
有
効
活

用
と
農
林
水
産
業
の
活
性
化

に
よ
り
、
農
林
漁
業
と
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の
共
存

共
栄
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

　

横
浜
町
は
、
神
奈
川
県
横

浜
市
、
ほ
か
11
市
町
村
と

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

関
す
る
連
携
協
定
」
を
締
結

し
、
令
和
４
年
８
月
現
在
で

横
浜
市
内
の
企
業
17
社
に
電

力
を
供
給
し
て
い
る
。

　

供
給
を
行
う
小
売
事
業
者

の
「
み
ん
な
電
力
」
は
、
ど

の
発
電
所
か
ら
ど
れ
だ
け
の

電
力
を
買
っ
た
か
を
「
見
え

る
化
」
し
、
顔
の
見
え
る
電

力
と
し
て
供
給
。
横
浜
市
で

の
特
産
品
販
売
な
ど
地
域
間

交
流
に
繋
が
り
、
売
電
収
入

に
と
ど
ま
ら
な
い
メ
リ
ッ
ト

を
生
み
出
し
て
い
る
。

　

横
浜
町
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
に
は
、
よ
こ

は
ま
風
力
発
電
株
式
会
社
の

販
売
収
益
の
一
部
を
基
金
化

し
、
地
域
の
農
林
水
産
業
の

振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
明

記
。
令
和
４
年
度
ま
で
の
４

年
間
で
、
４
２
０
０
万
円
ほ

ど
が
町
の
助
成
事
業
に
活
用

さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
同
計
画
で
は
、
稼

働
中
の
14
基
と
増
設
予
定
の

12
基
を
含
め
た
固
定
資
産
税

な
ど
の
収
入
を
、
20
年
間
で

27
億
円
と
見
込
ん
で
い
る
。

　

横
浜
町
の
事
業
は
、
行

政
・
住
民
・
事
業
者
な
ど
が

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
、

丘
陵
地
（
放
牧
場
）
に
風
車

が
建
設
さ
れ
る
な
ど
、
山
間

地
に
事
業
計
画
さ
れ
て
い
る

本
町
の
状
況
と
は
大
き
く
異

な
っ
て
い
る
。

　

今
後
「
人
と
環
境
に
優
し

く
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
強
い
横
浜

町
」
を
目
指
す
と
謳
っ
た
同

町
の
地
域
振
興
策
は
、
他
の

自
治
体
な
ど
へ
少
な
か
ら
ず

影
響
を
及
ぼ
す
先
進
事
例
の

一
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

㎢

稼 働 中の風力発電



学校法人慈園学園

ゆり・きく組

発言順1

発言順3

発言順5

発言順7

発言順8

発言順10

発言順12

発言順2

発言順4

発言順6

早坂 伊佐雄 （はやさか いさお）

木村　哲夫 （きむら てつお）

一條　　寛 （いちじょう ひろし）

伊藤　　淳 （いとう じゅん）

尾出　弘子 （おいで ひろこ）

髙橋　聡輔 （たかはし そうすけ）

柳川　文俊 （やながわ ふみとし）

三浦　又英 （みうら またひで）

味上 庄一郎 （みかみ しょういちろう）

伊藤　由子 （いとう ゆうこ）

7ページ

9ページ

11ページ

13ページ

14ページ

16ページ

18ページ

8ページ

10ページ

12ページ

風力発電
手順を踏んで進めるべきだったのでは

風力発電
地上権対象土地の修繕は
 他１件

不登校支援
教育機会確保法の下での対策は
 他２件

生態系維持
セイタカアワダチソウの駆除対策は
 他１件

地域防災
町独自の防災指導員を設ける考えは
 他１件

職員研修
社会変化への対応に必要では
 他１件

園舎利活用
先端技術で賀美石地区の振興を

環境問題
町は多くの問題を抱えているが

風力発電
建てる前に一度立ち止まっては

森林整備
宮崎の部分林保護組合の状況は

発言順9

発言順11

発言順13

佐藤　善一 （さとう ぜんいち）

沼田　雄哉 （ぬまた ゆうや）

米木　正二 （よねき しょうじ）

15ページ

17ページ

19ページ

公共施設
集約には住民理解が必要

体育施設
総合体育館の雨漏り改修は
 他１件

風力発電
町長答弁に説明不足や誤りが見られる

　一般質問とは、 議員が町政全般に関して、 町

長や教育長など執行機関に対し質問することで、 

定例会 （年４回） に行われます。

※次ページより掲載しているＱＲコード（議員写

真右下）で、一般質問の映像を視聴できます。



早坂 伊佐雄 議員

町政懇談会（11/2 鹿原地区）

町長および関係職員７人で青森県つがる市・中泊町を視察（11/24 ～ 25）

町
政
懇
談
会

風
力
発
電

質 問 の ね ら い
•風力発電をはじめとする、町を

分断させる問題になっている諸

問題への対応やその手順をただ

す。



すき込みと混焼、併せて進め早期処理を

風力発電への理解促進のため町主催で講演会を開催（11/7）

三 浦 又 英 議員

質 問 の ね ら い
•町の課題である、指定廃棄物最

終処分場や農林系廃棄物および

風力発電事業を、どう解決して

いくか。



森

林

整

備

の

広

域

連

携

を

木 村 哲 夫 議員

質 問 の ね ら い
•町有地を貸す契約は、議会の議決を

必要とするよう条例改正すべき。

•森林整備事業は森林環境譲与税も活

用し大崎広域自治体連携で。 青森県中泊町の風力発電

担い手不足の今、連携を図り効率的な施業が必要



住民や環境への安全性は

旭地区では特に風力関係へ質疑が集中（10/24 町政懇談会）

味上 庄一郎 議員

質 問 の ね ら い

•風力発電事業について、議会も

町も公平公正な立場で町民が納

得する回答を得るため。



国税庁特設サイト
（「国税庁  特集インボイス制度」で検索）

文部科学省資料「いじめの現状について」より

一 條 　 寛 議員

質 問 の ね ら い
•「教育機会確保法」に対応した
　不登校支援を求める。
•ワクチン接種による帯状疱疹の
予防が必要と考える。

•消費税免税事業者が不利益を被
らないため。

帯

状

疱

疹

ワ

ク

チ

ン

接

種

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
周
知
は

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

小学校 中学校 高校

（件）

いじめ認知件数の推移



再エネ特別委員会行政視察（11/18 青森県横浜町）

昨年９月、宮崎部分林保護組合協議会から
風力推進の要望書が提出された

伊 藤 由 子 議員

質 問 の ね ら い
•自然が大事、自然を守ると簡単に

言ってきた自分を含めて、加美町
の山の状況を知るきっかけになっ
た宮崎地区部分林組合に目を向
け、改めて山の現状を考えたい。



セイタカアワダチソウ

中新田地区（上空から）

伊 藤 　 淳 議員

質 問 の ね ら い
•加美町の自然や生態系、景観維

持のための提唱。

•日常生活における不便の解消の

ための提言。

住

所

に

旧

３

町

の

表

示

を



防災指導員は地域防災活動の中心

令和７年度から複式学級化が見込まれる鳴瀬小学校

尾 出 弘 子 議員

質 問 の ね ら い
•防災は町民にとって欠かせない

問題であり、命を守るという観
点から質問した。

•少子高齢化の波を鳴瀬地区とし
て考えたいと思った。

鳴

瀬

地

区

の

活

性

化

を



ＪＡ撤退後の利用に期待（宮崎支所）

収束願いワクチン接種

佐 藤 善 一 議員

質 問 の ね ら い
•町は公共施設を中央に集約し、

行財政改革を進める考えだが、

地域活性化や地域住民の利便性

を忘れてはならない。



子どもの気持ちに寄り添った支援を

髙 橋 聡 輔 議員

質 問 の ね ら い
•社会変化に対応するための職員

研修・情報共有の推進を。

•教育環境の変化へ迅速な対応

を。

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
の
在
り
方
は

Check
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
情
報
通
信
技
術
が
、
日
常
生
活

や
経
済
活
動
に
浸
透
す
る
こ
と
で
、
人
々
の
生
活
を
あ
ら
ゆ

る
面
で
い
い
方
向
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
。　

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
で
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課
題
を
解
決

し
、
地
方
の
個
性
や
魅
力
と
都
市
の
生
産
性
や
利
便
性
を
両

立
さ
せ
る
、
新
た
な
地
域
づ
く
り
の
構
想
。



以前より問題視されている雨漏りの早期改修を

町主催の再エネ講演会に住民 72 人が参加（12/15）

沼 田 雄 哉 議員

質 問 の ね ら い
•体育施設は大会などで多くに利
用されている。改修により、一
層の有効活用を図るため。

•電力需給がひっ迫している中
で、再エネへの取り組みは必要。
住民の理解を得て進めるべき。

風
力
発
電
へ
の
町
の
対
応
は



柳 川 文 俊 議員

質 問 の ね ら い
•幼稚園施設の活用で賀美石地区

の振興に期待を込め質問。

•加速する少子化に歯止めをかけ

るためには抜本的対策が必要と

の思いから。

少

子

化

に

抜

本

的

対

策

を

先端技術活用で活性化に期待（旧賀美石幼稚園）

Check
　

15
歳
か
ら
49
歳
ま
で
の
女
性
の
年
齢
別
出
生
率
を
合
計
し

た
も
の
で
、
一
人
の
女
性
が
一
生
の
間
に
産
む
子
ど
も
の
数

を
示
す
指
標
。



米 木 正 二 議員

質 問 の ね ら い
•風力発電事業に対する、これまで

の町長の答弁の中で、考えや進
め方について、よく理解できない
ところや、納得できないところが
多々あるので確認するため。 再エネ特別委員会風力視察（11/18 青森県横浜町）

宮城県ゾーニングマップ
（丸で囲まれた濃い箇所が風力発電導入可能性エリア）

Check
　

正
式
名
称
は
「
風
力
発
電
導
入
に
係
る
県
全
域
ゾ
ー
ニ
ン

グ
マ
ッ
プ
」
で
宮
城
県
が
作
成
。
環
境
保
全
に
配
慮
し
た
風

力
発
電
の
設
置
を
円
滑
に
推
進
す
る
た
め
、
県
内
全
域
を
対

象
と
し
、
環
境
保
全
を
優
先
す
べ
き
エ
リ
ア
や
風
力
発
電
導

入
の
可
能
性
を
有
し
て
い
る
エ
リ
ア
を
地
図
上
に
示
し
た
も

の
。
現
在
は
公
開
を
停
止
し
て
い
る
。



　

各
種
助
成
金
の
給
付

時
期
は
。

　

年
内
中
、
速
や
か
に

対
象
者
へ
案
内
し
た
い
。

　

広
報
紙
で
告
知
す
る

と
い
う
こ
と
だ
が
、
字

が
読
め
な
い
人
へ
の
配
慮
が

必
要
で
は
。

　

今
後
検
討
し
て
対
応

し
て
い
き
た
い
。

　人事院勧告に伴う町職員の給与に関する条例の一部改正や、一般会計

歳入歳出予算にそれぞれ９，３０８万６，０００円を追加する補正予算な

ど、全９議案を原案のとおり可決しました。

臨時会

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
事
業
と
し
て
、
物

価
高
騰
対
策
や
学
校
給
食
費

負
担
支
援
な
ど
、
新
規
７
事

業
を
追
加
し
ま
す
。
な
お
、

交
付
金
で
足
り
な
い
金
額
は
、

予
備
費
な
ど
一
般
財
源
で
賄

い
ま
す
。

物
価
高
騰
対
策
に

 

事
業
者
な
ど
へ
助
成

　

鳴
瀬
川
総
合
開
発
工
事
事

務
所
よ
り
、
令
和
４
年
度
事

業
の
概
要
と
進
捗
状
況
な
ど

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
は
用
地
取
得

や
工
事
用
道
路
の
設
置
、
地

質
・
環
境
・
水
質
・
用
地
調

査
、
付
け
替
え
道
路
設
計
検

討
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
昨
年
11
月
に
は
、
漆

沢
地
区
住
民
を
対
象
に
工
事

見
学
と
意
見
交
換
会
を
実
施

し
、
要
望
が
あ
っ
た
ア
ク
セ

ス
道
路
整
備
位
置
に
つ
い
て
、

合
意
形
成
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

今
後
、
工
事
用
車
両

の
通
行
が
増
え
て
い
く

と
思
わ
れ
る
が
安
全
対
策
は
。

　

工
事
用
車
両
の
通
行

に
当
た
っ
て
は
、
法
令

速
度
遵
守
や
通
行
時
間
帯
の

制
限
、
横
断
歩
道
な
ど
の
歩

行
者
が
通
る
危
険
箇
所
を
ド

ラ
イ
バ
ー
に
周
知
徹
底
す
る

な
ど
、
交
通
安
全
の
確
保
を

第
一
に
考
え
て
対
応
し
て
い

く
。

鳴瀬川ダム建設に関する整備調査特別委員会

工事用車両の安全対策は
特別委員会

工事用道路として仮設橋の設置工事を実施中
写真：鳴瀬川総合開発工事事務所から提供



　

事
業
を
進
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
家
族
の
絆
な

ど
に
溝
を
作
っ
て
し
ま
う
。

国
策
で
あ
り
、
地
球
温
暖
化

対
策
の
た
め
必
要
か
も
し
れ

な
い
が
、
家
族
や
地
域
の
基

本
と
な
る
も
の
を
認
識
し
て

判
断
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

固
定
資
産
税
や
ふ
る
さ
と

納
税
な
ど
、
地
域
経
済
に
あ

る
程
度
貢
献
は
あ
っ
て
も
、

低
周
波
や
自
然
災
害
・
水
源

の
問
題
な
ど
デ
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。
我
々
は
将
来
に
そ
う

い
っ
た
負
の
遺
産
を
残
さ
な

い
よ
う
活
動
し
て
い
る
。

　

我
々
の
活
動
に
賛
同
し
て

い
た
だ
き
、
「
あ
の
時
止
め

て
よ
か
っ
た
。
正
し
い
判
断

を
し
た
」
と
い
う
流
れ
を

作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

は
じ
め
は
事
業
自
体
が
何

の
こ
と
か
理
解
で
き
な
か
っ

た
。
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た

め
活
動
を
始
め
た
。

　

町
長
と
の
面
談
で
は
、
国

や
県
が
進
め
て
い
て
町
は
意

見
を
す
る
と
言
わ
れ
、
私
た

ち
は
最
初
に
県
へ
署
名
を
提

出
し
た
。
し
か
し
、
町
が
土

地
の
貸
し
出
し
な
ど
を
認
め

て
事
業
が
進
ん
だ
と
感
じ
て

い
る
。

　

あ
く
ま
で
も
白
紙
撤
回
を

求
め
る
が
、
再
エ
ネ
が
絶
対

だ
め
だ
と
は
言
っ
て
い
な
い
。

ま
ず
は
立
ち
止
ま
り
、
議
会

で
し
っ
か
り
議
論
し
た
上
で

決
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
私
た

ち
は
納
得
す
る
。

　

と
に
か
く
、
と
こ
と
ん
話

し
合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

私
た
ち
は
、
前
提
と
し
て

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
否

定
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、

ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
計

画
に
反
対
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
町
は
、
主
催

す
る
講
演
会
と
町
政
懇
談
会

や
議
会
答
弁
か
ら
も
推
進
の

立
場
と
言
え
る
。
議
会
に
は
、

町
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
町

民
の
理
解
を
得
な
い
限
り
事

業
を
認
め
な
い
よ
う
町
に
強

く
求
め
て
ほ
し
い
。

　

合
同
会
社
Ｊ
Ｒ
Ｅ
宮
城
加

美
と
の
地
上
権
契
約
は
、
修

繕
義
務
や
中
途
解
約
、
債
権

放
棄
な
ど
の
不
利
益
な
条
項

が
あ
る
。
賃
貸
借
契
約
と
の

違
い
を
踏
ま
え
た
検
証
を
し

て
い
た
だ
き
、
住
民
代
表
で

あ
る
議
会
と
し
て
賢
明
な
判

断
を
お
願
い
し
た
い
。

１
月

　

13
日
（
金
）
13
時
30
分

　

16
日
（
月
）
13
時

　

23
日
（
月
）
13
時
30
分

※
日
程
が
変
更
に
な
る
場

合
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信

は
行
い
ま
せ
ん
が
、
傍

聴
は
可
能
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
風
力
発
電
が

地
球
環
境
保
全
の
た
め
必
要

と
い
う
認
識
は
あ
る
。
し
か

し
、
山
の
尾
根
筋
へ
の
最
大

１
７
４
基
も
の
建
設
に
よ
る

自
然
災
害
・
水
質
汚
染
・
環

境
破
壊
な
ど
が
心
配
で
撤
回

を
求
め
て
い
る
。

　

ま
ず
は
町
民
の
理
解
を
得

る
こ
と
が
必
要
。
２
、
３
回

の
説
明
会
で
到
底
理
解
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。
現
在
建

設
中
の
事
業
の
説
明
会
も
、

コ
ロ
ナ
禍
で
参
加
少
数
で
あ

り
、
そ
れ
で
住
民
の
理
解
を

得
た
と
す
る
の
は
誤
り
で
は

な
い
か
。

　

現
在
建
設
中
の
風
力
発
電

に
関
し
て
、
事
業
者
と
の
協

定
締
結
は
議
会
の
賛
同
を
得

る
こ
と
や
、
子
ど
も
た
ち
の

通
学
時
、
工
事
車
両
の
危
険

性
に
も
対
応
し
て
ほ
し
い
。

再生可能エネルギー発電事業等に関する調査特別委員会

風力発電計画の白紙撤回を特別委員会
　付託された請願の審査に先立ち、提出者の４人より事業に反対するそれぞれの

意見を聴取しました。

事
業
推
進
に
よ
っ
て

家
族
や
地
域
に
溝

ま
ず
は
立
ち
止
ま
り

と
こ
と
ん
議
論
を

住
民
代
表
と
し
て

賢
明
な
判
断
を
願
う

２
、３
回
の
説
明
会
で

住
民
理
解
は
得
ら
れ
な
い

 加美町の未来を守る会
共同代表　猪股　弘 氏

　加美町の未来を守る会
共同代表　庄司 新寿 氏

加美の風力発電を考える
チーム中新田

 代表　小林 貞子 氏

加美の風力発電を考える
チーム小野田

代表　遠藤 みどり 氏

委
員
会
日
程



追跡シリーズ

あれからどうなった
これまでの一般質問の内容が、その後どう取り組まれたかをお知らせします。

■歩行者の安全確保は

■道路拡幅や側溝蓋掛けなど

　誰もが安心して歩ける歩行者環

境の整備は。

　歩道の設置は、工事費・補償費

など費用がかかるため困難である。

歩道の無いところは、側溝への蓋

の設置、路肩のカラー舗装などに

よる安全対策に努めていく。

　町の道路整備は、現在、幹線道路など

で数年前から行っている継続事業と、冬

季の凍害などにより傷んだ道路舗装面の

改修を重点的に実施しています。

　歩行者環境整備については、道路拡幅

や側溝への蓋掛けなど、手法はさまざま

ありますが、歩行者が安心して歩ける環

境づくりに今後も取り組んで行きます。

■児童クラブの申請簡略化は

■書類提出の負担を軽減

　放課後児童クラブについて、保

護者から申し込み手続きを簡略化

してほしいとの要望があるが。

　現在は祖父母の就労証明の提出

を求めているが、保護者のみとい

う自治体もある。本町でも簡略化

できるか、放課後児童クラブ事業

所と検討していく。

　就労証明は保護者のみの提出に変更し、

申請手続きの簡略化に繋がっています。

　なお、保育施設入所・入園に必要な就

労証明などのコピーでも可能とし、提出

書類の負担軽減を図っています。

　また、児童の入退室管理ができるＩＣ

Ｔシステム（コドモン）を導入し、ス

マートフォンで保護者との連絡も気軽に

できる環境整備を行っています。



次回の定例会は

３月中旬頃の開催予定です

議会傍聴について

令和５年度 議会だよりモニター募集!

　議会定例会の日程は、開会前に各家庭にチラシを配

布してお知らせします。

　議会の傍聴については、新型コロナウイルス感染症

拡大防止の観点から傍聴席数を縮小しています。イン

ターネットでも生中継しておりますので、ぜひご視聴

ください。　 　　　　「加美町議会映像配信」で検索

　町内在住の１８歳以上で、年４回、議会だよりに

関するアンケートにご協力いただける方を募集しま

す。また、年度末には広報編集委員との意見交換会

も開催します。

　問合せ　議会事務局　☎６７－５１２０

　１０月から１２月までの議長交際費の支出はあり

ませんでした。

表紙写真の紹介

田川・カヌー初漕ぎ会

（１月７日）

　中新田Ｂ＆Ｇ海洋セン

ター利用者の今年１年の安

全と飛躍を願い、安全祈願

祭とカヌー初漕ぎ会が行わ

れました。

　初漕ぎ会では、宮司を乗

せたカヌーが先頭で神事を

行い、中新田高校カヌー部

の部員たちがそれに続きま

した。一糸乱れぬ美しい隊

列で、表情も真剣そのもの

です。

議長　早　坂　忠　幸

町
民
に
寄
り
添
っ
た

　

政
策
提
案
を
目
指
し
て

新
春
の
ご
あ
い
さ
つ

　全体的に色味が無く、写真などわかりづ

らかった。

　現状、予算の都合でフルカラー化は困難

なので、２色刷りでも見やすい紙面を作れ

るようより一層努力します。

議会だよりへ一言議会だよりへ一言

　議会だより７７号（令和４年５月１日発行）に

対する議会だよりモニターからのご意見・ご感想

を紹介します。

モニター

広報委員
会として



冬の花火に来てけらいん

　

か
み
ま
ち
議
会
だ
よ
り
が
、

本
年
２
月
１
日
発
行
で
第
80
号

を
数
え
る
。
振
り
返
っ
て
見
る

と
、
創
刊
号
が
発
行
さ
れ
た
の

は
今
か
ら
20
年
前
の
平
成
15
年

５
月
１
日
で
し
た
。
合
併
に
よ

る
２
年
間
の
在
任
特
例
に
よ
り
、

議
員
数
は
旧
３
町
合
わ
せ
て
49

人
。
８
ペ
ー
ジ
の
創
刊
号
に
は
、

各
常
任
委
員
会
の
構
成
な
ど
が

紹
介
さ
れ
て
お
り
人
数
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
そ
う
そ
う
た
る

顔
ぶ
れ
に
圧
倒
さ
れ
る
。

　

川
村
薫
初
代
広
報
委
員
長
は

あ
と
が
き
に
「
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

議
会
だ
よ
り
は
町
民
と
議
会
を

結
ぶ
架
け
橋
。
親
し
め
る
読
み

や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
研
鑽
す

る
」
と
力
強
く
記
し
て
い
る
。

　

こ
の
編
集
方
針
は
20
年
経
っ

た
今
で
も
不
変
で
あ
る
。
歴
代

の
広
報
委
員
に
感
謝
し
つ
つ
、

一
層
努
力
し
て
い
き
た
い
。

 

　
　

（
柳
川　

文
俊
）

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　

編
集
委
員

　
　

 

委
員
長　

味
上
庄
一
郎

　
　

 

副
委
員
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柳
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文
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委　
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尾
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弘
子

　
　

 　

 

〃 　
　

佐
々
木
弘
毅
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髙
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聡
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木
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